
一般質問 一般質問
坂
口
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
庭
内

で
病
気
、
障
害
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
理

由
で
ケ
ア
が
必
要
な
家
族
を
持
ち
、
そ
の

ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
指
し

ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
に
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
で
支
援
を
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
自
身
と
そ
の
家

族
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
最
善
の
利
益
の
観
点
か
ら
個
別

に
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
ま
ず
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
周
知
を
図

り
、
社
会
全
体
が
こ
の
問
題
を
認
識
し
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
存
在
が
見
逃
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
社
会
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

坂
口
　
多
久
を
離
れ
て
い
く
若
者
が
多
い

中
、
単
身
の
若
者
に
対
し
て
の
支
援
は
。

答
弁　
単
身
の
若
者
に
対
す
る
支
援
と
し

て
は
、
親
元
同
居
増
改
築
補
助
金
・
地
方

創
生
移
住
支
援
金
・
佐
賀
く
ら
し
ス
タ
ー

ト
支
援
金
が
あ
り
ま
す
。

坂
口
　
昨
年
、
質
問
し
た
奨
学
金
返
済
補

助
な
ど
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
弁　
令
和
７
年
４
月
か
ら
新
た
な
定
住

政
策
の
検
討
を
行
う
際
に
、
こ
の
奨
学
金

返
済
制
度
も
一
つ
の
施
策
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

坂
口
　
多
久
市
内
か
ら
市
外
へ
通
勤
さ
れ

る
若
者
に
通
勤
手
当
助
成
金
な
ど
の
考
え

は
。

答
弁　
こ
の
通
勤
支
援
に
つ
い
て
は
制
度

設
計
が
非
常
に
難
し
い
と
今
現
在
考
え
て

い
ま
す
。

坂
口
　
一
度
多
久
を
離
れ
た
若
者
が
ふ
る

さ
と
多
久
へ
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う
、
他
の

市
町
に
先
駆
け
て
い
ろ
ん
な
手
を
打
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

坂 口 絹 代 議 員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

渡
島
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
令
和
７
年
度
よ
り
休
日
に
お
け
る

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
を
完
全
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
島
　
地
域
指
導
者
登
録
数
は
？
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
発
掘
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
１６
名
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
、
指
導
者
募
集
の
呼
び

か
け
を
改
め
て
行
い
、
可
能
な
限
り
複
数

体
制
で
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
島
　
教
職
員
の
兼
職
兼
業
は
。

答
弁　
兼
職
兼
業
願
の
申
出
に
よ
り
、
地

域
指
導
者
と
立
場
を
変
え
て
関
わ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

渡
島
　
地
域
移
行
を
進
め
る
際
に
主
体
と

な
る
の
は
。

答
弁　
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

渡
島
　
財
源
確
保
は
。

答
弁　
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

地
域
移
行
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
様
々
な
方
法
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

渡
島
　
活
動
場
所
に
集
ま
る
方
法
は
。

答
弁　
現
在
は
移
行
期
間
と
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
学

校
の
管
理
外
と
な
る
地
域
移
行
し
た
チ
ー

ム
の
活
動
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
る
段
階
で
す
。

渡
島
　
地
域
移
行
後
の
大
会
参
加
に
つ
い

て
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
出
場
し
て
い
た
大
会
に

参
加
で
き
な
い
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
関
係
の
協
会
、
連
盟
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

渡 島 幸 司 議 員

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

廣
橋
　
多
久
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
昨

年
４
月
に
北
多
久
の
上
揚
地
区
に
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
施
設
整
備
の
経
緯
と

利
用
者
の
状
況
は
？

答
弁　
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
天
山
の
建
設
工
事

に
伴
う
地
域
振
興
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
利

用
者
数
は
１
，８
０
７
人
で
、
使
用
料
収

入
は
、
合
計
３
０
２
，５
２
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

廣
橋
　
当
初
の
見
込
み
の
利
用
者
数
は
？

答
弁　
年
間
約
５
，０
０
０
人
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
。

廣
橋
　
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
人
員
と
人

件
費
ほ
か
運
営
経
費
は
？

答
弁　
職
員
は
４
名
体
制
で
、
人
件
費
は

約
１
，５
６
０
万
円
、
芝
の
管
理
な
ど
で

委
託
費
約
４
４
８
万
円
、
水
道
光
熱
費
は

約
８６
万
円
で
す
。

廣
橋
　
収
支
の
赤
字
は
想
定
の
範
囲
内

だ
っ
た
の
か
。

答
弁　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
交
流
人
口
の

増
、
地
域
活
性
化
を
図
る
施
設
と
し
て
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
誰
で
も
利

用
し
や
す
い
料
金
と
し
、
利
益
を
出
す
目

的
で
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

廣
橋
　
人
件
費
な
ど
経
費
を
合
わ
せ
る

と
、
年
間
僅
か
３０
万
円
を
稼
ぐ
の
に
２
，

１
０
０
万
円
以
上
も
か
か
っ
て
い
る
が
、

４
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
見
直
し
は
。

答
弁　
効
率
的
な
運
営
と
そ
れ
に
伴
う
適

正
な
人
員
配
置
の
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

廣
橋
　
第
１０
次
多
久
市
行
政
改
革
大
綱
で

も
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進
を
う
た
っ
て

い
る
。
運
営
を
指
定
管
理
者
に
委
託
で
き

な
い
か
。

答
弁　
効
率
的
な
運
営
を
検
討
す
る
中

で
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営

も
視
野

に
入
れ

検
討
を

進
め
て

い
き
た

い
と
考

え
て
い

ま
す
。

廣 橋 時 則 議 員

多
久
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に

つ
い
て

香
月
　
平
成
３０
年
と
令
和
５
年
の
自
然
動

態
は
。

答
弁　
平
成
３０
年
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
１
２

人
。
令
和
５
年
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
０
４
人

で
す
。
死
亡
者
数
が
出
生
数
を
上
回
っ
て

い
る
状
態
で
す
。

香
月
　
社
会
動
態
は
。

答
弁　
平
成
３０
年
は
、マ
イ
ナ
ス
１
０
１
人
。

令
和
５
年
は
、
マ
イ
ナ
ス
８８
人
で
す
。
転
出

者
が
転
入
者
を
上
回
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

香
月
　
死
亡
者
数
お
よ
び
、そ
の
要
因
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
死
亡
者
３
０
２
名
の

う
ち
、
が
ん
に
よ
る
要
因
の
割
合
は
２６
・

９
％
で
す
。

香
月
　
が
ん
の
予
防
対
策
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
集
団
検
診
を
各
町
公
民
館
、
毎
日

検
診
を
佐
賀
県
健
診
・
検
査
セ
ン
タ
ー
で
、

ま
た
個
別
検
診
を
県
内
の
登
録
医
療
機
関

で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ

て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
は
検
診
費
用

の
一
部
免
除
、
生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世

帯
に
は
全
額
免
除
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

香
月
　
企
業
誘
致
・
市
内
企
業
へ
の
支
援

策
は
。

答
弁　
誘
致
企
業
を
増
や
す
施
策
と
し
て

は
、
市
独
自
の
優
遇
制
度
に
よ
り
他
市
町

と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
と
連
携
し
た
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
支
援
策
と
し
て
は
、
事

業
者
に
対
し
、
市
、
金
融
機
関
、
信
用
保

証
協
会
が
連
携
し
て
、
金
融
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
久
市
商
工
会
が
行

う
経
営
指
導
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
企
業
へ
の
県
と
連
携
し
た
誘
致
活

動
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
商
業
経
営
基
盤

強
化
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

香
月
　
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　
希
望
す

る
情
報
を
選
択

し
、
受
信
で
き

る
よ
う
な
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報

発
信
な
ど
も
考

え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

香 月 正 則 議 員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
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